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学校と地域の                               NO.1

融合教育研究会報  ゆ う ご う      1997.9.30
      融合研が 発 会 し ま し た
８月３日（日）、各方面の期待を受け学校と地域の融合教育研究会（略称、融合研）が

参加者の賛同を得て発会しました。夏の暑い日だったにも関わらず２５人の参加と、当日

は欠席でしたが会員登録をするという３０人を加え、５６人の会員でのスタ－トです。

発会当日は、事務的なことより、先ず会の主旨である情報交換をしようということで、

午前中は秋津小学校・秋津コミュニティの事例を中心にして呼び掛け人の「岸 裕司」

「宮崎 稔」「直井 和子」「矢吹 正徳」(敬称略)より発表がありました。また筑波大

学の山本恒夫教授は、連携と融合の意味の違い等を含めて現況について話されました。ま

た、午後からは正式な発会手続きをしたあと、会の活動に関わる内容で、会員が感じてい

る現状の問題点をワークショップ形式で出し合いました。

会員の所属（’９７．９．３０現在）

教    員 教育行政 地域活動 ＰＴＡ他 合 計

小 中 高 大

11 ４ １ ７ ２１ １４ ７ ６５

北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州 合計

１ ３ ４９ ２ ３ ３ １ ３ ６５

発会式の呼び掛けは、新聞・雑誌等で紹介記事のあった方や学校、またそれらの方から

の紹介者を中心に、１５０余名に行いました。８月３日以降の入会者を含め、上記のよう

に現在６５名の会員登録があります。今後ますます増加し、多方面からの情報提供が期待

できると思います。乞う、ご期待！

役員・事務局運営

会としての活動が軌道に乗るまでは、呼び掛け人を中心にした役員構成が良いという意

見から、次のように決まりました。

○会 長  宮崎 稔（習志野市立秋津小学校校長）

○副会長  岸 裕司（習志野市秋津コミュニティ会長兼秋津小学校コミュニティルー            

ム運営委員長）

  ※もう一人の副会長は空席とし、会の運営が活発化してきたときに役員会で推薦しよ

   うということになりました。

○監 事  野澤 令照（仙台市生涯学習部主査兼社会教育主事）

       吉川 真紀（習志野市秋津コミュニティ運営委員）
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○事務局  野口 陽一（習志野市秋津コミュニティ副会長兼秋津小学校コミュニティ

             ルーム運営副委員長）

      矢吹 正徳（日本教育新聞編集局記者）

      宮崎 雅子（佐倉市井野小学校教諭）

※事務局所在地（連絡先）

  〒275.千葉県習志野市秋津 3-1-1 習志野市立秋津小学校

      ℡.0474-51-8111  FAX.0474-51-8112

  〒285.千葉県佐倉市中志津 7-17-4  宮崎 稔

      ℡.043-489-7809  FAX.043-489-7809

連携と融合－－－ 筑波大学 山本 恒夫教授の話より

学社融合は、日本の教育の今後の課題であります。また、生涯学習社会を創ろうという

ことは、日本だけでなく世界の課題でもあります。社会教育・家庭教育が必要という時代

ですが、その中で学校との関わりをどう作るかということになるわけですが、その方法は、

ということになると頭を抱えてしまうことが多いのが現状です。タテのつながりはできる

が、ヨコのつながり（ネットワーク）が難しいからです。

連携は、GIVE AND TAKE の関係です。この関係がズレてしまうとうまく行かなくなりま

す。しかし融合は、互いに持ち出して、「モノ」「ヒト」「方法」「場」の多様な体験で

創造性ある人間を創ろうというものです。１+１=２になるよう「一緒にやろう。そして、

新しいもの創ろう。」というものです。ですから「融合」とは、魅力的なことばです。そ

の推進のためには、自然体で行きたいと思います。

  ワ－クショップから－－－今、課題と考えること

参加者から、融合を推進するにあたって「学校」「地域」「行政」の三者を巡る課題に

ついてどう感じているか、をフリー記述の形で出していただきました。

●学校と地域

・地域活動を楽しめるよう、教師へのゆとりと意識付けが必要である。

・学校側も、地域の要望をもう少し聞く耳を持った方がよい。

・他人から指摘されないと気がつかないが、指摘されるともっともだということがよくあ

ります。教育は学校だけでなく、地域や父母が一体となってやるものだというのもその

一つです。「良識ある父母の力を借りることを、学校は拒まないでください。」

・部活動など地域でできるものは、どんどんやってほしい。教員は高齢化していて指導が

年々厳しくなっている。

・地域住民が自由に訪問できる学校っていいですね。未就学児・卒業生等、学校に子ども

がいない家庭、子どものいない人・下宿している大学生・高齢者等、「学校はまちづく

りの核」になります。現状は地域住民を排除する学校が多いです。学社融合は、卒業生

がバイクなどで押しかけてきたりして、中学校では夢のような話です。

●学校と行政

・学校中心の考え方（特に一般教員に多いが）を切り崩す必要がある。市教委等、上から
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の働きかけも効果的（悉皆研修の中でとりあげる）。学校への効果的な働きかけの仕方

が課題である。

・学校の図書館と公共の図書館がネットワークを組むことで図書費が重複なく活用できる

と思います。また、同じように公民館をはじめとする地域の社会教育施設と学校が相互

に情報等を交換すると互いによりよいものになるのでは。

・援助型の行政姿勢への転換を。市民活動との対等なパートナーシップを持てる意識づく

りを。

・人材活用ということで、Ｎ市では一律「１学年５０００円」という予算がついているが、

現場での要望が生かされず強制的である。現場（学校）のことをもう少し考えてほしい。

●地域と行政

・自立した市民活動とグループ組織間のネットワーク。共同事業の試みを。

・現行法規でもできることはたくさんあるので、柔軟に法を解釈する道をさぐってくれる

ことを期待します。

会 員 か ら の 声

発会当日に参加した方および参加できなかった会員からは手紙等で、会の発足について

のご意見や習志野市秋津地区の実践資料を読んでの感想等が届きました。一部紹介しま

す。○この度の融合教育研究会の発足を心よりお祝い申し上げます。ここに到達するま

での御 労苦に敬意を表します。総会資料を拝読いたしましたが、秋津コミュニティ会

長の岸様 はじめ皆様のご理解とご協力が大きな力となって、このような素晴らしい会

をスタート させることができたものと喜びで一杯でございます。遠隔の地に居ります

ので思う様に はお手伝いできないと思いますが、仙台でもこの趣旨に賛同する仲間を

一人でも多く獲得するために努力したいと思っています。（Ｈ．Ｓ）

○全国的な組織ができることを嬉しく思います。勤務校が今年 11 月 20 日にこの内容で発

表 します。私も研究同人として参加します。情報交換が楽しみです。（Ｔ．Ｍ）

○大変意義のある会であります。内なる教育改革の起爆剤となると思います。「呼び掛け

人」の皆様の御尽力と英断に敬意を表します。盛会を祈念致します。（Ｈ．Ｓ）

○こういう研究会ができることを待っていました。会合への参加はなかなかできないかと

思いますが、情報がいただきたいし活動のアイデアは出せるかも知れません。(Ｍ．Ｏ）

○学社融合の具体的取り組みがはじまっているこの時期に、研究会が設立されることに

大 きな期待を抱いています。みんなの力ですばらしい会になればと思います。(Ｔ.Ｉ)

○地域に開かれた学校は、近年とみに求められている教育課題です。易しいようですがな

かなか組織的に取り組んでいくことは難しいものですが、貴校の実践は素晴らしいもの

があり、もっと内容を知り本校に活かせればと思います。（Ｙ．Ｉ）

○過日は突然の電話にも関わらず、親切なお話を誠にありがとうございました。また早速

資料をお送りいただきまして有り難く、一気に読み上げました。活動の経過と発想が素

晴らしく、私も今後の運動の参考にさせていただきます。また、同じ運動をしている私

の友人にも渡したいと思いますので、再度資料をいただきたいと思います。入会登録用

紙は郵送いたしました。ますますのご活躍をお祈りいたします。（Ｙ．Ｋ）
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○私は４年前、４０年間のサラリ－マン生活を定年退職し、その後町内会長等、種々の地

域活動をしてきました。そして本年４月より自治会長を務めることになりました。初め

ての体験でございます。ところがこれは、市の青少年健全育成会議という組織を自動的

に兼務することになっています。本年も１０月２０日頃にテーマ「非行防止は、学校・

家庭・地域から」で全体会議と分散会議をすることが決定し、私がその責任者に指名さ

れました。不安が募るばかりですが手元には、一切の資料がありません。そんな折、同

様の活躍の新聞記事を目にし、なんとかお助け賜りたく失礼を顧みず資料のご提供をお

願いするものです。よろしくお願いいたします。（Ｈ．Ｍ）

○会の趣旨等、大賛成です。わたしも地域との連携をどのようにといろいろ考えて取り組

んだものの一人です。読売新聞の「あすへの実践」も感銘深く読ませていただきました。

いろいろと大変だと思いますが頑張ってください。（Ｋ．Ｈ）

○早速資料をお送りいただきましてありがとうございました。私たちの市の社会教育委員

会では、「地域と学校」をテーマに２年間にかけて調査研究し、提言書をまとめる予定

です。こんなすばらしい先進校があるとは思ってもみませんでした。読ませていただい

て尊敬とうらやましさで一杯でした。（Ｈ．Ｗ）

○資料を送っていただき誠にありがとうございました。「できない人も大事な人材」「学

ぼうとする大人の姿そのものが教材である。」とのご指摘、感動を覚えながら読ませて

いただきました。また、「完璧ではない今の学校・学級をできるだけ外部に見せたくな

いという精神的な狭さ・・・」もまったく同感です。「連携を可能にする理念について

の考察」もうなずきながら読ませていただきました。会の趣旨にも賛成です。勤務校が

「地域を生かす教育グレードアップ」の指定を受けています。若干資料を同封いたしま

したので目を通していただければ幸いです。（Ｔ．Ｎ）

○過日は受賞された論文を送ってくださりありがとうございました。朝日新聞に掲載され

た記事と併せて、職場で回覧いたしました。（Ｙ．Ｍ）

会 長 所 感（ＮＯ．１）

融合研究会の呼び掛け人ということで会長に推挙されました。呼び掛けの趣旨にもござ

いますように、一人ひとりが持っている情報や手法を自分だけのものとせず、是非交換し

あって、学校と地域の融合に寄与できればと思っております。

融合の成否は、学校の姿勢が大部分を占めると思います。「学校のガードが固くっ

て。」という声はずいぶん耳にしております。それだけに、学校で直接教育に携わってい

る教師・管理職の入会を特に期待しています。現状は、教育行政に関わっている人の方が

問題意識も高いようで入会者も多い訳ですが、今後、活動を活発にさせていくとともに、

呼び掛けにも力を入れていきたいと思っています。

しかし、ある大学関係者が「このような講座を開催すると、確実に、年々教師の参加者

が増えています。学校にも問題意識を持っている人が増えてきています。ですから、焦ら

ずに少しずつでも成果を挙げていきましょう。」とおっしゃっていました。この言葉に勇

気づけられ仲間の輪を広げていきたいと思っています。皆様、楽しく活動していきましょ

う。                           （宮崎 稔）
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融合研のマーク
関 知磨子様（秋津コミュニティの劇団「蚊帳
の海一座座長」兼「アトリエ世話役」）にお願い
して、融合研のマークとして、右のようなデ
ザインのものを描いていただきました。(ラフです)
このデザインは、ヒトと自然（鳥と木）が一体と
なって、融合（英語で fusion）する様を表現してい
ます。可愛いがってくださいね。

今 後 の 計 画
（現在、原文掘り起し中！）
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研 究 会 情 報

今回は、習志野市秋津地域に関係することのみになってしまいました。皆様からの情報

（ご執筆論文等も）をお待ちしております。

● ９月１４日（日） 関東甲信越静社会教育研究大会 於．静岡県熱海市

（習志野市社会教育委員さんが、秋津の事例を発表しました）

※内容問い合わせ先、習志野市教育委員会生涯学習部社会教育課「直井和子」

   (電話)0474-51-1144

● ９月２９日（月） 文部省「第３回全国ボランティア活動推進連絡協議会」

  於．東京代々木青少年オリンピックセンター

（スクールボランティア部会にて、宮崎会長「秋津の事例」発表）

※内容問い合わせ先、融合研事務局･秋津小学校 (電話)0474-51-8111

●１０月 ３日（金） 神奈川県津久井教育事務所主催「生涯学習と地域の役割」講座

  於．神奈川県津久井郡城山町 （３：００より岸副会長と野口事務局員が「秋津の事

    例」発表） ※内容問い合わせ先、 (電話)03-5689-5711｢パンゲア内、岸裕司｣

    または津久井教育事務所「内田先生」へ。(電話)0427-84-1111 内線 535

●１０月２４日（金）１２：１５より 習志野市立秋津小学校「秋津っ子まつり」

  地域と子どものふれあいコーナーがあります。参加自由。

※内容問い合わせ先、融合研事務局･秋津小学校 (電話)0474-51-8111

●１０月２５日（土）１５：００～２０：００ 秋津祭り前夜祭 参加自由

    ２６日（日） ９：００～１５：００ 秋津祭り    参加自由

     （秋津コミュニティによる「おばけ屋敷」と「秋津っ子バザー」の開催があり  

ます） ※内容問い合わせ先、融合研事務局･秋津小学校 (電話)0474-51-8111

●１１月２９日（土）①１８：３０  ３０日（日）②１３：３０～  ③１６：３０～

秋津コミュニティの蚊帳の海一座第６回公演「からくり昆虫群」  （３回公演します）

於．習志野市津田沼菊田公民館 参加自由（入場料 ８００円、前売り有７００円）

※内容問い合わせ先、融合研事務局･秋津小学校 (電話)0474-51-8111

●１２月２８日（日） ９：００～ 「秋津コミュニティ餅付き会・忘年会」参加自由

於．秋津コミュニティ※問い合わせ先、融合研事務局･秋津小学校 (電話)0474-51-8111

● ３月１４日（土）１０：００～ 「習志野市新習志野公民館まつり」

                  秋津コミュニティ参加。参加自由

☆ ９月 ５日 草土文化発行「子どもしあわせ」に執筆。執筆者、種田祝次

   「楽しくなくちゃ運動会」

※内容問い合わせ先、習志野市谷津３－１－３１－８０１(電話)0474-53-8852 種田祝次

☆１０月１５日 千葉県総合教育センター発行「千葉教育」に執筆。執筆者、宮崎稔

   「こんな学校みたことない」※内容問い合わせ先、事務局(電話)0474-51-8111 宮崎

☆１１月２５日 千葉県教育文化センター編集出版委員会発行「ちば－教育と文化」に執

  筆。執筆者、岸裕司 「かろやかな学校と地域の融合（仮）」

※内容問い合わせ先、 (電話)03-5689-5711｢パンゲア内、岸裕司｣
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☆１２月 ５日 太郎次郎社発刊「ひと」に執筆。執筆者、岸裕司 「学校に出没するヘ  

ンなおじさん・おばさん－－その後（仮）」

※内容問い合わせ先、 (電話)03-5689-5711｢パンゲア内、岸裕司｣

※１０月 ４日（土）東京都足立区教育委員会が秋津小学校を参観視察に見えます。

※１０月２１日（火）栃木県鹿沼市教育委員会が秋津小学校を参観視察に見えます。

※１０月２８日（火）静岡県大井川町教育委員会が秋津小学校を参観視察に見えます。

会員の紹介により仲間を広げていこうとする活動が、このような視察につながっている

のだと思います。

融合研ミニフォーラム

早速、第一回ミニフォーラムを開催します。

１．日時 平成９年１２月２０日（土）２：００～５：００

２．場所 秋津小学校コミュニティルーム

３．内容 「クラブ活動への保護者や地域の方の参加について－－その理念や方法－－」

   ※父親や地域の男性を学校に呼び込む方法なども討議できると思います。

４．会費 融合研会 員－－ ５００円

        非会員－－１０００円（当日、年会費を支払って会員になる方は「読売         

教育賞受賞論文」をはじめ融合研資料をつけて会員と同額になります）５．申込み ＦＡ

Ｘ 0474-51-8112 か、(電話) 0474-51-8111 で事務局まで。当日でも受け  付けます。

※当日は、１０：３０から秋津小学校のクラブ活動が行われます。実際にご覧になりた

  い方は、早めにお越しください。（参観自由）

会報の発行について

会報は、年間４回以上を目標に、適宜発行していきたいと考えています。内容は、事務

局でもいろいろな記事に気をつけますが、会員皆様からの情報が中心になります。会員の

手作りによる会であるという趣旨にのっとり、どうぞ研究物や目についたものの他にミニ

レタ－や「こんな会合あります情報」等をお寄せください。

お互いに情報交換をしましょう。

※ 会費は当面のところ、事務連絡費が主になると思われます。今後の計画にも記載しま

したように、インタ－ネットが整備されると経費の削減が可能になると思います。

※ 年会費の納入は、ご面倒でも下記にお願いします。

  ☆年会費--2.000 円    ☆資料代--1.000 円(送料込み)

  ☆振込み先--千葉銀行習志野袖ケ浦支店(店番号 038)

        ｢口座番号 3105928 融合教育研究会 宮崎 稔｣

※ 会員の特典について検討中です。当面、「資料代を無料にする」「フォーラムや講習

会費の減額」等を考えています。
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